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の
は
、
單
に
咨
觀
に
對
し
て
、}

f:

觀
を
對
立
せ
し
め
る
の
で
は
な
く
、
主
觀
的
環
境
投
影
な
る
要
因
を
、
中
心
.と
す
る
環
境
硏
究
に
發
足 

し

て

ゐ

，る

か

ら

で

あ

•る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
こ
の
環
境
の
主
觀
的
要
因
は
、
彼
自
身
に
於
い
て
、
更
ら
に
熟
考
せ
ら
れ
、
遙
か
に
明 

瞭
な
說
明
を
以
つ
て
.吾
々
に
提
供
せ
ら
れ
た
ら
ん
に
は
、
被
の
貢
献
は
更
ら
に
大
な
る
も
の
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
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授
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た
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一3
0勾
1
6
7
の̂
學
位
論
文
'で
あ
0 .
._て
、
.本
年
倫
敦
に
於
い
*1
:

出
版
せ
ら
れ
た
:1
>
の
で
あ
る
。

女
史
は 

一
^
九
.百1:

一
十
八
年
ょ
り
同
三
十
：ー
部,^
笨
つ
：て
偷
敦
經
濟
學
校
；

(

倫
敦
大
學)

に
學
び
、
：顧
肩
學
得
業
士.の
.稱
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フ
ル
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•
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ン
及
び
維
納
に
：學
び
、■■
ア
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ス
ト
ゥ
イ
ズ
の
ゥ
ェ

.

1
ル
ズ
大
學
狡
の
經
濟
學
及
び
統
計 

學
臨
時
講
師
,-
'
偷
敦
經
濟
學
校
研
究
生*
'バ
ー
ミ
シ
ガ
ム
.大
儀
經
濟
學
及
び
統Hi
學
斷
時
識
師
女
&
て
.今
現
に
牛
律
.エ
コ
ノ
ミ
スト
•：
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サ
，1
チ
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ル
1
ブ
0
研
究
書
記
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：職
に
在
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學
0
婦
人
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^
_
.
1
タ

デ
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へ
べ
：V
..人
：
..

シ
イ
ー
1
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オ
ア
は
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千
八
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ニ
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又
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つ
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め
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大
學
|
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設
せ
ら
れ
た
經
濟
學Q

講
座
を
擔
任
し
、
.麗
ら
に
一
千
八
；白
四
十
七
年
ょ
りk

五
十
二
年
に
瓦
つ
て
.西
び
之
れ
を
檐
當
し
た
。、
彼
れ
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前
の
•敎
授
時
代
に
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て
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る
多
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中
に
包
含
せ
ら
れ
て
ゐ
る
？
然
る
に
、
，
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れ
が
後
の
敎
授
時
代
に
於
い
て
行
へ
；る
講
義
は
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か
に
其
の
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集
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版
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：ら
れ
典
に
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葆
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对
講
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め
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洲
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前
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當
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の
未
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書
類
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太
宽
集
中
比
發
見
せ
ち
れ
た
-^
講
義
草
稿
の
外
ノ
此
の
書
溯
中
に
在
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^

最
も
象
要
激
る
^
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は
救
貧
法
及
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の
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法
改
巧
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案
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稿
せ
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冊
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及
び
論
文
、
难
びに 

凡
そ
一
千
八
百
四
十
八
年
以
後
の
愛
蘭
及
び
大
睦
旅
行
に
際
し
て
：記
せ
る
：日
認
と
共
に
、
前
記
ズ
ト
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！
チ
未
亡
人
の
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に
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大
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女
史
に
從
ぺ
ば
、

シ
ィ
二
ィ
オ
ア
の
，旣
刊
書
は
、
彼
れ
を
し
.て

取

な

：
る

リ

，カ

ー

，
ド

オ

の

學

徒

と

：
し

て

分

類

せ

.ら
る
、
t
許
す
が
爲
め 

に
は
餘
り
に
示
唆
的
ヤ
龙̂
.獨
創
袖
.で
あ
る
；が
、
さ
れ
ぱ
と
袞0
て
ノ
彼
れ
を
新
學*
の
^

^
者
0
地
位
に
陞
す
妙
爲
め
に
は
餘
り
に-
 

斷
片
的
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あ
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o (ibid., 

p
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l
o
o
/女
也
の
意
見
に
據
れ
ば
ノ
进
典
經
濟
學
な
る
名
稱
は
リ
カ
す
ド
ォ
經
謝
與
と
同
一
視
せ
ら
る
、

こ
と
餘
り
に
嚴
密
栏
過<'
'
;
.
る
'.に
茧
れ
る
:̂
の
で
あ
る
。
固
ょ
り
斯
く
の
如
き
は
用
語P，
問
題
で
は
あ
る
が
、
；而4
鎌
;^
這
般
<0
-
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辭
祀
■■
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し
て
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1
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少
す
る
と
做
す
大
原
理
は
彼
れ
以
前
に
於
い
て
明
確
に
表
明
せ
ら
れ
た
こ
と
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
と
は
茇
ひ
な
が
ら
、
而
も
幾
多
の
！a 

'濟

學

者

の

：著

作

中

に

包

意

せ

ら

れ

，
て

居

つ

た

こ

と

を

認

め

ハ

3 $
に
シ
イ
ユ
イ
オ
ア
の「

多
様
性
の
法
則」

を
揭
げ
た
る
こ
と
を
注
意
し
、 

%

者
の
：欲
«

の
理
输
忙
關
す
る
名
著
'の
路
を
開
き
た
る
も
.の
と
し
て
後
者
の
名
を
擧
げ
た
パ
9

ニ
田
學
會
雜
誌』

第
三
十
一
卷
第
四
號 

:灌

拙

鑛

：：，5

#

九
'1
«
:'|
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_

:
反
：正
毓
派
經
濟
學』

ニ
.八
頁
典
の
他
參
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バ
ウ
リ
女
史
は
リ
カ
ー
ド
オ
逝
去
の
年
た
る
一
千
八
百
二
十
三
年
と
、
ジ
工
ヴ
ォ
ン
ズ
が
共
の
新
學
說
を
劍
橋
に
於
い
て
開
催
.せ
ら 

れ
方
英
^

！
會
の
F

部
に
於
.い
て
報
告
せ
る
一
千
八
百
六
十
一
一
年
.の
間
に
於
け
る
價
値
理
論
_の
發
達
に
關
す
る
彼
2>
:女
の
解
釋
が
坧
し 

い
と
し
た
な
ら
ば
，
英
國
に
於
：V
:て
外
ら
、
.
■

學
派
若
し
く
は
リ
カ
ー
ド
オ
學
派
及
び
效
用
學
派
歎
.る
.--
:

個

の

相

異

れ

る

學

派

が

幾
 

分
持
代
を
：洞
じ
ぅ
し
て
布
在
せ
.る
.こ
七
> :
承
：認
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
.
古
典
的
な
.る

名

辭

呔

其

の

狹

，
き

意

義

ょ

り

分

離
 

.4
ち

如

ざ

る■

得
ざ
る
か
の
孰
れ
か
で
身
る
，-a
：
主
張
す
る
。
而
し
て
彼
の
女
の
選
べ
る
進
路
は
後
者
で
ぁ
.っ
セ
、
：彼
0

女
は
古
典
學
派 

.な

.^
名
稱
: ^
*

直
接
若
し
く
は
間
接
に
ア
ダ
'ム
:.
ス
ミ
ス
ょ
り
イ
ン
ス
.ビ
レ
！
シ
> 

ン
，を
承
け
た
.る
ジ
ェ
グ
.ォ
，
ン
ズ
.
以

前

の

經

濟

學

者
 

等

の

總

べ

，
ズ

を

包

含

す

^

が

爲
.め

に

.
使

用

す

令

ぐ

.
V

.

V
 ノ
丨 

い

，■
.
'吾
^

亦
多
激
の
籁
濟
潘
家
と̂

に
此
較
的
緩
か
に
解
釋
し-

さ
ま
で
霧
に
&
定
す
る
の
必
要
を認
め
な
か
っ
た
所
謂
古
典
學
派 

「

の

範

圍

に

，

し

、
；
女

史

.
が
;«
し
ぺ
*
:-
;.$:

籠
め
て
、
前
述
の
如
く
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
以
前
に
於
け
る
ス
.ミ
ス
の
影
響
を
受
け
た
石
總
べ
て
の 

,
經
灣
者
を
包
令
せ
%
こ::
^
を
生
張
す
る
所
以
掉
ニ;:
0
で
あ
る
0.
第.
,
に
は
、
價
値
现
論
、

(

分
配
理
論
を
含
め
て)

b

.歷

史

灶

、

自

然
 

價
格
及.
び
市
場
價
：格
理
論
と
し
て
、
又
、
勞
働
價
値
理
論
と
し
て
の
ア
ダ

t

ス
ミ
ス
の
價
値
論
に
關
す
る
ニ
個
.の
解
釋
か
發
達
及
び
パ 

後
の
相
5 :
作

朋

と

し

：
て

.
觀

察

：
せ

ら

る

、

^
時
，
最
も
鮮
朋
に
論
述
せ
ら
る\
を
得
る
と
袞
ふ
に
在
る0「

第

ニ

に

は

、
：
听

く

の

如

く

此

の 

;
名
辭
を
使
州
サ
夂
は
：

「

自
由
放
任」

(

に
對
す
る
經
濟
學
者
の
態
度
を
論
議
す
る
.
に
際
し..てlv

般
に
使
用
せ
ら
るy

f
—.
致
す
る
が
爲

56
,

あ̂
'る
0
;-
;肌
ち
古
觀
經
濟
學
者
は
概
し
.て
ア)

ダ

^:
;
•ス
ミ
ス
及
び
歡
學
袖
急
進
主
霧
容
に
ょ
つ
て
.詖
吹
せ
ら
れ
た
る
自
曲
主
^
者
と
、
 

看
做
さ
る
、
が
故
で
あ
る
.
0
>
而
し
'て
欠
史
：は
ク
ィ！1

，ィ

オ

ア

を

以

つ

て

、

古

典

學

派

の

1 -
S
代
に
屬
す
る
も
の
ふ
觀
る
0(

|

ぐ
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.斯

く

て

著

者

は

：
» '

の

書
.
を
.
ニ

部

に

分

ち

、

第

一

部

に

於

い

て

は

全

然

經

濟

理

論

を

取

扱

ひ

、

‘

ア

ダ

ム
- :

ろ

ミ

，
ス

ょ

り

ジ

キ

ヴ

士

ン

K

 

及

び
.

メ
.
ン

ガ

ー

に

至

る
M

麻

理

論

：の.
發

達

は

軍
#

的

發

見

の

：連̂
 ̂

.寧

ろ

、

不

斷

の：

進

化

過

程

で
'
あ

つ

：た

こ

と
^

又

シ
ィ 

11

.
ィ

オ

ア
€ >
#

興

は

フ
0

及

び

大

陸

の
.
兩

者

に

於

ビ

て

第

十

九

世

紀

の

前

期

を

通

じ

て

行

は
.れ
.
た

ブ

ダ
+

 

る

發

達

を

餘

合

せ

ん

と

す

る

：
ブ

企

圖

と

し

で

)

這

般

00
過

程

に

於

い
.
て

麒

著

な

る

意

義

を

有

す

る

も0 ,

で

あ

つ
^

こ

と

を

主

張

す

る

。
、‘彼
 

の

女

は

先

づ

其

の

第

一*

「

對
^

 

に

於

い

て

、

マ

ル

サ

ス

.と

リ

カ

ー

ド

オ

の

論

爭

ょ

り

始

め

て

、

マ

カ

ラ

.
■ッ
ク 

V

ズ

及

び
•ジ

チ
•

ベ

ム

セ

小

の

氣

兒
^ ;

考

察

し

、(

窆
^
 

p
p

.
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の

半
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於

け
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序

講
1 

以

後

、.
同

四

十

七

苹

の

平

津

；
大

學

従

歸

以

：前

に

於

け

る
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シ

ィ
“

ィ

オ

ア

の

見

解

を

述
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八
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士
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#
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^
れ
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す
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^
の
最
後
の
見
解
に
就
い.て
論
ず
る
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膨
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い
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、
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に
ナ
グ
：.ム
^
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.ミ

：
ス
：
、
：
怫

 

丨
K
.
オ 

及

次
»:
の
ひ
學
徒

〜

ロ」

丨

グ

デ

〗

丨

ル

及

"
び
マ
ク
ラ
ヴ；

ド
.

の
^
き

著

し

く

時
代
の
；隔
絕
せ
•̂
■
濟
學
者
を
包
含
ず
る
：英
國
の'「

分
離
者」

と
. 

稱

：せ
.ら
ふ
V
:を
得

可

き4

圑
冗
フ
ッ
フ
キ

ラ
：ン：
ド)(

女

史

は

常

一

に

：

H
M
e
l
a
n
d

と
綴
る
も
、
恐
ら
く
はGo

s
i

d
J

 

m

ぎd

を
指
す 

も
0;
セ
办
6>
:ぅ
,
よ
り
ズ
ォ
シ
.ル
ー
ゴ
ル
^̂ 

價

値

學

說

.
に

對

す

る
 

シ
汆
エ
.ィ
へ
オ
ナ0!
茛
献
'と
氣
十
九
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紀
前
半0
他
6
辍
濟
學
者
の
»
れ
と
ぬ
間
ぬ
關
係
を
檢̂
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及
び
利
子
、
賃
銀
、
貨
幣
及
び
國
際
質
易
に
關
す
る
シ
ィ
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ィ
オ
ア
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學
說
を
考
察
す
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ゥ
リ
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1
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2
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)
o

者

は

馨

の

第14

部
に
於
5
て
;>
:政
府
の
：午
渉
及
び»
會
政
策
.に
關
ず
る
シ
：ィ
二
ィ
オ
ア
の
意
見
の
謹
、
並

び

电

養

法

問

題

，
 

に
對
す
る
典
の
態
度
に
就
い
て.述
べ

る
.0
G
O-
PI
V PP, 2

3
7
.
-
3
3
4
0
0

シ
ィ
一
一
ィ
オ
ア
は
彼
れ
と
同
時
代
の
人
及
び
後
世
わ
酿
史
象
ぱ 

ギ
つ
.て
獨
斷
的
改
革
家
、：
救
貧
法€
デ
令
破
壌
者
と
し
：て
惑
ロ
せ
ら
れ
、
又
、
.マ
' ン
チ
.エ
ス
タ
：V
に
於
け
る
紡
織
工
：：場
の
純
利
,

十 

:.
.
.二

時

間

の

：
勞

働

時

間

中

、
：
其

の

最

後

：
の

一

時

間

の

_
物

ヤ

あ

：
る

と

猶

1̂
て
3:
;
敬

法

反

：
對

ぬ
^

ク
X
に
ょ
つ
て
愚
弄
.せ
ら
，れ
、
眞
两
目
が
る
考
察
を
社
會
問
題
に
關
す
る
被
れ
の
眞
意
見
に
加
ふ
ふ
は
總
ベ
て
無
■

の
'
贅

事

で

あ

る

と
 

看
做
さ
れ
て
來
た
。
' 斯
X

化
如
き
態
度
は
、
' シ
ィ
-
ィ
オ
ア
が
敗
策
め
問
題
に
關
し
て
自
己
の
名
を
以
つ
て

興

の

意

見

を

公

に

し

^

る

.
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n
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が
誤
懈
を
蒙
り
勝
ち
な
を
限
り
に
於
い
て
は
或
る
程
度
ま
で
恕
ぜ
ら
る
可
ぎ
も
の
1?
'

.
あ

：
冬

政

莳

の

干

渉

の
 

脖
當
視
及
^ '
可
能
性
に
關
す
冬
彼
れ
0:
觀
念
0
:最

：重

耍

な

る

叙

述

は

.ー
千
八
百
四
十
七
年
ょ
り
同
五
±:
1
.年
に
.互
ー
る
#

潘

に

於

け

る

講
 

_

<D
第

二
.集
_

に
.於
い
セ
.の
み
^

之
れ
を
見
る
こ
と
を
揿
可
1

も
^

で
^>
'
夺
に
拘
^

ず
、
是
れ
等
^

‘除.
S

て
ぼ
未
だ
出
版
せ
ら
れ
て
：ゐ
：な

ベ

、ゥ
ゾ
女
史
ば
是
れ
等
後
年
の
講
顏
並
虎
に
狀
^

て
、
シ
：.ィ
~
.ィ
.オ
ア
は
經
濟
事
項
に
於
呔
る
政
府
〒
渉
(0
现
論
及
汶
實
際
に
關
す
“る
#

等
極
^

て
：明
酿
な
る
觀
念
釔
^

こ
と
&
 

&

單
に
社
會
問
題
に
對
す
る
大
だ
る
關
心
を
以
つ
て
出
發
せ
り
と
做
ず
か
^

論
に
到
達
し
た
。
而
しp

彼
れ
.の
襄
後
の
態
度
ゆ
彼
れ 

〕

が
經
濟
學
の
本
質
及
び
對
象
.に
關
す
：る
論
述
に
於
け
る
變
化
中
に
反
映
せ
ら
れ
た
る
進
化
の
漸
進
的
過
程
の
結
粜
で
あ
つ
た
や
ぅ
に
見
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,
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:
ぞ
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し

で

备
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以
つ
て
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4

ば
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經
ま
攀
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象
及
び
龙
法
0 ;
:
.間

；題

：
に

對

す

る

‘；シ
.？

1
:
ィ

ォ
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”量

は

、.現
代
經
濟
學
者
等
：の
輿
れ
と
多
く
異
な
吝
ビ
と
.な

れ

、

の
：
で

ぁ

っ

そ

、
、
，之

れ

：
ガ

懈

決

に

對

す

る

彼

れ

の

#

與
^

年
間
の
其
^

の
多
く
を
言
不
せ
る
も
の
で
あ
る
ズ
迗
^

-

ひ
ド)
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書
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な
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す
る
貢
献
は
不
幸
に
し
て
早
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學
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ッ
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此

の
シ
ィ
.it

ィ
オ
ア
硏
究
上
の
貴
重
文
献
は
就
述
の
如
く
、
旣
に
リ
ヴ
ィ
氏
に
.ょ
0
て
盤
理
せ
ら
れ
按
排
せ
：ら
.れ
た
の
で
あ
る
が
ハ
ウ 

リ
女
史
は
其
の
成
朵
に
鄴
し
て
遊
し
く
不
滿
な
る
が
如
く
で
あ
：る
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參
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作
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わ
利
用
し
て
彼
れ
の
，業
績
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全
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寫
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を
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ィ
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ウ
リ
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つ
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窖
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得
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所
と
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も
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セ
れ
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。

.

’

:

.
':
:
,

(

菊
判
、
三
五
八
頁

V

ウC
V

女
史
薪
！

f

ナ
ツ
ソ
オ
•
シ
ィ
ー
ー
ィ
オ
ア
ミ
古
典
經
濟
學

』

 

1

ナ

七
.

ニ

三
*

K

七)


